
 

公共交通機関をご利用ください。 
 

◆JRをご利用の場合 

元町駅下車 東改札口 北へ徒歩約 6分 

 

◆神戸市営地下鉄をご利用の場合 

県庁前駅下車 東出口 2から右へ 50ｍ 

 

◆阪神電車をご利用の場合 

   元町駅下車 東改札口 北へ徒歩約 6分 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

令和 5 年 11 月 9 日(木) 13 時 30 分～16 時 15 分 
                      ※受付開始 13 時～ 

兵庫県農業共済会館 ７階会議室     入場無料 

神戸市中央区下山手通 4-15-3  TEL：０７８―３３２－７１６５ 

NPO 法人 兵庫県就労支援事業者機構 シンポジウム担当 

神戸市中央区二宮町 4-7-6 NSビル 3階 301号 

TEL&FAX：０７８-８５５-６２５２  

E-mail：info@hyogo-syurou.com 

ＦＡＸ又は E-mail にて上記の「申込先」にお申し込みください。 

申込締切日：令和 5年 10 月 27日(金) 先着１５０名様迄 

・ＦＡＸの場合  裏面の下欄に必要事項を記入の上、送信ください。 

・ E-mail の場合 ①氏名（ふりがな）、②連絡先、③所属・団体名を明

記の上、送信ください。 

日  時 

場  所 

主催：兵庫県・神戸保護観察所 

申 込 先 

問 合 先 

「無職で保護観察を終了した場合の再犯率は有職者の約３倍」「刑務所再入所者の約７割が再

犯時に無職」というデータがあります。 

犯罪や非行をした人が、過ちを繰り返すことなく立ち直り、社会の責任ある一員として受け

入れられるためには、就労による安定した生活基盤の確保が非常に重要です。そのことがひい

ては、誰も取り残されることのない、犯罪や非行のない安全安心な社会の実現にもつながりま

す。 

安定した生活基盤の確保には、本人の働く意欲・続ける努力に加えて、本人に寄り添う周囲

の人々の支援も欠かせないことから、本シンポジウムでは、協力雇用主や保護司の方々を交

え、本人を支える周囲の役割について皆様とともに考えたいと思います。 

更生保護就労支援に関わる方をはじめ、多くの方のご参加をお待ちしております。 
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      申込先ＦＡＸ番号：(078)855-6252 

参 加 申 込 書 

企業名・団体名  

連絡先 

（〒   -    ） 

 

電 話  

ふりがな 

氏  名 
※複数名ご参加の

場合は、個々の電

話番号を記載下さ

い。 

ふりがな 
携
帯
等 

連
絡
先 

 

  

ふりがな 
携
帯
等 

連
絡
先 

 

 

パネルディスカッション 

 

13時 40分～ 基調講演 

コーディネーター 

13時 30分 

講演テーマ 

横山 直美 中央区保護司会 会長 

地区保護司会の諸行事を積極的に推進しながら、地域活動（トライやる・ウィー

ク）にも熱心に取り組まれており、保護観察等対象者への寄添い経験も豊富です。 

 

開  会 

閉 会 

講 師 

井上 絵理 株式会社 花谷工業 取締役 

 平成 25年から 10年間にわたり協力雇用主として、保護観察等対象者を多数雇

用し、その定着に尽力され、自立更生に大きく寄与されています。 

 

兵庫県マスコットはばタン 奥村 節世 一般社団法人 児遊人
じゆうじん

 代表理事 

 平成 26年に協力雇用主として登録、保護観察等対象者一人一人の境遇や能力を

的確に把握され、適切な指導と熱い心でその立ち直りに努めてこられました。 

更生ペンギンのホゴちゃん ・ アシカ親方 

山岡 龍一 播磨社会復帰促進センター長 パネリスト 

山岡 龍一 播磨社会復帰促進センター長 

 昭和 57年 3月大阪拘置所 法務事務官 看守を拝命、平成 3年 4月尼崎拘置支所

警備係長をはじめに、これまで大阪府、兵庫県の刑事施設の統括矯正処遇官等を経

て、平成 24年から大阪刑務所首席矯正処遇官（処遇担当）、平成 26年から広島拘

置所長、令和 5年 4月から現職に至る。 

 

『刑事施設における再犯防止に向けた取組みの現状と課題』 

質疑応答 

※記入いただいた個人情報は、本シンポジウムに関する業務以外には使用いたしません。 

 

久保 和慎 神戸保護観察所 次長 

14時 50分～ 


